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管理者 村松 明日美

暦の上に春は立ちながら皆さまはいかがお過ごしでしょうか。

さて、冬になるとなかなか外へでることも少なくなり筋力が落ちがちになってしまう季節です。

そこで今回は、『高齢者の転倒』についてお話させていただきます。

転倒は要介護要因の 12.2％を占め第 4位の多さになっています。

転倒が多い場所

1位 庭

2位 居間・茶の間・リビング

3位 玄関・ホール・ポーチ

4位 階段

5位 寝室

                      

転倒を防ぐには、『転倒しにくい環境を整える』、『日頃から筋力とバランス感覚を鍛える』

ことが大切になってきます。

転倒しにくい環境であれば、介護用品を活用したり住宅改修を行ったりすることで予防するこ

とができます。

筋力とバランス感覚であれば、ウォーキングや散歩をして筋力低下を防いだり、ストレッチで柔軟性を高

めたりすることで転倒の予防となります。

また、転倒しにくい靴や靴下を選ぶ

ことも転倒予防の 1つです。

軽かったり履きやすかったり脱ぎやすい等の

機能性で靴を選ぶことも大切ですが、やはり

デザインも気になるところ・・・

近年では、介護靴も機能性がいいのはもちろん

デザインもいいものがたくさん出ています。

だんらんは靴の在庫が 200 足ほどあるので、

いち早くお届け可能です。

また、廃盤品の在庫については特価価格での

販売も致しております。

・靴をうまく選べない

・介護靴がよくわからない  等々

福祉用具専門相談員にお気軽にご相談ください。
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● 外的要因 ●

例えば、室内のわずかな段差や滑りやすいフローリング、

手すりが設置されていない階段や玄関、浴室などは転倒の多

い場所といえます。

● 内的要因 ●

病気や疾患、加齢に伴う筋力の低下、身体機能の低下があ

げられます。他にも、薬の副作用による足元のふらつきや眠

気、意欲の減退なども転倒の原因となります。

自宅

「庭」と「室内」に分けると

「庭」より「室内」での転倒が多い。


